
当第2四半期連結累計期間の業績概要

　当上半期における内外経済は、欧州危機の長期化、中
国の景気減速、長引く円高など引き続き不透明なまま
推移しました。
　この環境下、当第2四半期連結累計期間の売上高は、
コ ン シ ュ ー マ は1,070億 円 と な り ま し た。時 計 は

「G-SHOCK」、「Baby-G」、「EDIFICE」といったブラン
ドが、北米やアジアなどの海外で好調に推移し増収と
なりました。また、女性向けメタルアナログウオッチ

「SHEEN」が国内外で売上を拡大しました。電子辞書は
「エクスワード」シリーズの販売が堅調に推移し、引き

続き、国内でナンバーワンシェアを維持しました。シス
テムは210億円、その他は163億円となりました。
　損益につきましては、コンシューマは110億円の営
業利益となりました。時計や電子辞書は引き続き高収
益性を維持し、デジタルカメラも改善しました。システ
ムは3億円の営業損失、その他は1億円の営業損失とな
りました。この結果、調整後の連結合計として営業利益
80億円、経常利益73億円、四半期純利益43億円の大幅
な増益となりました。
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2012年度通期業績見通し（連結）

売上高 3,200億円        （前期比 +6.1％）

営業利益 200億円 　（前期比 +120.6％）

経常利益 170億円 　（前期比 +143.6％）

当期純利益 100億円 　（前期比 +291.2％）

売上高のセグメント別構成比

通期の業績見通し
　現時点での2013年3月期の連結業績予想につき
ましては、前回予想（2012年5月11日公表）に対し
て変更はありません。
　当グループは今後も全世界で通用する独自技術を
活かした新製品の積極的な世界展開により、長期的
視点に立った収益力強化、経営・財務体質強化に取り
組みます。
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